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でんぐり亀つり　終さ

9月2?白く白)ダ回目も亀えたこ､んぐりま

つり伊開催され､午前中は練熟や専政の
ハ0-7コ･ルフ塙にてハ0-7コ､､Iレフをしました｡

包令の休す=こ食わせてわーJL,乞まわれろo)で

初J亡者のカも免象し､なく70レ一之楽しんで

し､たよぅに息･し､さすo乍応はどんぐりo)象｣こ●

っ極フて魚肉･軒家額の及7L腹蔵と･て･､あ･晩

も嫡T:-bした噴.度外スデーデて-カラ牙1げ飴ま

旭した.子供も六人も太いに敵いまくり･しきし､/二

は酎銅入監もい々･鼻か慮o)皆さん登れそ､､

れに塙も登りL打てくだでいきした｡

今年の廃カp者数は昨年も上田うa祝てU:=｡

緑雨や専政の蕗乾生･生徒角匙､の啓篠
一級/Trランf;1アの皆席ご協力ありか､乙うご三､､し､

ました

どんぐりまフりに各かして

あす克う食Ml蕗嫡食

管さまこんにちは　平底訂年度難病藍青史
久野主催のどんぐりきつりにノ今冬もぬ席ご忙て

3



T象き5した｡泉も各れ考に今乳に机､希夫を

下これ:乳07よぅ鬼貯えて､､日後で､も,JL暴し､く

ういの経絡のEa知で､した｡ hOつコ-Jレフ息

すうのに繰南や尊模olノ味見に畳Jt^-女子生後の

かこ卓イスを51不一IL,才甲して頂き_ i;7)勺エlr

ましたか･朝のううで､したのT丸Jこ爽′欧で､した｡

それよりすぐにこ､､んぐりの象Iこ行き孟したか

●　朝に身った碕魚が珂きまiLんて.･し餌やステー5)､
拝､政泉てみり,か化舷か又ユニーフでますます

鰭Lく慮りまLT:-"

企んt･ダ､耕,i,金野敷_きつめカラオケ/轡

櫛の困りにも象り-ノ上田守負う司金と書か
れてかり. rb九,Jこ私いましたう′一昨年o)

麹森泉音更文彦PクI/スマス/tc-f=1のあの新盆

為でした｡

席につして間も点くみ穿ノ伊かかかり

.蒜嵩張‡芸富諾諸宗諾
乍ら食でう方も硯取り. #Lサン～､晩_し＼か.

こりのもも･碓鳶伊､飯と仁一/Vも一彦i^飲み

どんぐりの象.に人ノた軒_碑模も少しやらせて

頂き今きてし､て-最高て･､した｡

前後に慮り5Lたがえ野良さんが気象なの
で堀より健しか7たぐす｡骸もなか忍かエ今で､
L T:-n
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一丸61金の木払車きんi/後年の名絢子で､噌77

く一れ:銅ヾ､あっと亀う闇/こ温き-ましたガへこれも
一旦lこ髄泰簸た､かう乙ともし､ます｡

ここ･lこし､ちと4DTか白命が難病の恵一者い､う

をもきっrlくFどれて亀ごしまし綱や､･なるでく,

入線t-JJr Lでも迷.蕗且かけなし､線L-JL=が

けて'婿･き度し､と.思-フて慮ります｡

私がはフこしたのは一秋凝りのオ千草の暗､

昨年まて-i/回唱わ七て頂いたFfTで鉾ヨ甥●

人は舞台lこ上lTるのJこ宜し､かうしカットこれた

みです｡

やはり皆さんも和泉o)をはじゃま者あっかい
I-L乳て屠るのかこ鴫放し､胤碍-こ､白身か甘ん

温さ､-てLSい森卜に.ううかこ及名して慮り音T｡

何がこりLU)のrd:し､皐は-^＼り書ききしたが

象徴に級数･/1T;.ランf47の塔篠､紋にか牡畠
にTよりきしT:･～｡

泉年も塔fL気で会える車もL7]響して筆息　●

嵐きます｡

身上で卑書簸くり象す秋の埠▲
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怜めま･す

貯鉄名勤,り一フ乙しぐ毎年ﾒ冶鋤を

販をしてしヽます

　　

ブ酒かヽ匹｀け昌/1

子ラシ覧を忖すのて匹僑照，の上戈診皿

卜てこ八庄良下さい。屑奇妙しはかかｸま芒ん，

よＪしく朴善鼠い彭女-し彦亨

　　

瓶詰ヽ昂X

　　　

肴左市ｒ。μ粁絲、Ｓ

　

ダ肋､｀ら恰まっし月ｚ回付２才分日一将)開催

６音更町慨空市で川すイヤレ∧ヽヽト包さｔてぃた

匈｀さにし几。

　

町てヽヽは金舒てぃ//酋開催でしたが､看更対沁

磨かにが)ワ回欽店さ茫｡ひ吹だきまして、

絲演鼠タノノ２ク詞の屯2こぐが馮り恋し危。

　

朝ﾏﾍﾞﾌﾍｰだ加菰き噴で二暑1ヽ時かヽ時

啜｡からヤご協力いたがし七ノドランヤア教概

啄水の力々、孚白にこ嗜労才礼でし阻、

　

肩息|杏これ力巧の行かやび心く憎の氷

瓊営牽牛に礦しわ也てぃ尺かき忿す。
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ご貫単Fい反どききし已

エエ一之旋

林隆営旅

ぴさわり池脹

田畑三犬旅
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入院Ｍ潅泰雄Jl-lt" ／ａ月幼鳶施゜

　　　　　　　　　

されでぃa･す

人的隣食棄にワいで一特定疾患ヽで入院する脱幼者

噫看本人3の負担は当面糾ぽ芭心
区　　　　分 /ど7同前 /とﾌβより

住民剌気脈核心.帯
- /日　丿汐∂溥 クぶ∂β7

往阪昶む
静脈礼包苓

かョまで｀の大敗/∂　必かﾌｇ ぶ夕∂β?

か政尽ぇシJ勉/a 300m. よどﾌとﾌ刄
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